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木造建築物の仕様の実況に応じた壁量基準等の見直し
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床面積あたりの必要壁量の算定方法

2択
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床面積あたりの必要壁量の試算例（早見表） HP掲載イメージ

太陽光ありなしの
2タイプ
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表計算ツールを活用した必要壁量の算定方法

試算例（早見表）、表計算ツールは
日本住宅・木材技術センターHPにおいて公開されています。

URL：https://www.howtec.or.jp/publics/index/411/



© House G-men Co., Ltd All Rights Reserved. 

試算例（早見表）と表計算ツールの入手方法

●日本住宅・木材技術センターHP

URL：

https://www.howtec.

or.jp/publics/index/4

11/



© House G-men Co., Ltd All Rights Reserved. 

準耐力壁等の取扱いについて
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準耐力壁等の仕様・倍率
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準耐力壁等の壁倍率の求め方（例）
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柱の小径の算定方法

2択
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柱の必要小径の試算例（早見表）

必要壁量と
同じもの
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表計算ツールを活用した柱の小径の算定方法①②

試算例（早見表）、表計算ツールは
日本住宅・木材技術センターHPにおいて公開されています。

URL：https://www.howtec.or.jp/publics/index/411/
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表計算ツールを活用した柱の小径の算定方法③
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「柱が負担する床面積」の確認方法（例）
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最後におさらい

１． より高い省エネ性能のニーズなどにより、従来に比べて重量が大きく、地震動等に
  対する影響に配慮して、2025年4月から壁量計算等の内容が変更となります。

２． 床面積あたりの必要壁量の算出を建物の荷重の実態に応じて、算定式や早見表、
  表計算ツールにて算出する方法に変わります。

３． 存在壁量に準耐力壁を考慮できるようになります。
  準耐力壁の壁量に応じて、四分割法と柱頭柱脚の確認に考慮するかしないか判断する。

４． 壁倍率の上限を5倍から7倍に見直しします。
  構造計算を行う際は壁量計算は不要となります。

５． 柱の小径も荷重の実態に応じて、算定式や早見表、表計算ツールにて算出する方法に
  変更となります。

2023年11月時点の見込事項となりますので、2025年4月までに発表される最新情報を
確認して実際の設計は行ってください。
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